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放物線 2: xyA  の点 ),( 2ttP と、直線 cxy  との距離 d は 
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すなわち、 d の最小値を与える点 P は、 Aと cxy  と平行な Aの接線との接点に等しい。 

 

同様に、放物線 B 上の点Qと、直線 cxy  との距離 d が最小になるのは、 

Qが B と cxy  と平行な B の接線との接点に一致したときである。 

対称性より、 d の最小値は d の最小値に等しく、求める PQの最小値は 
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